PFIとは(坪井)

　PFI（Private Finance Initiative）とは、公共施設等の建設維持管理，運営等を民間の資金，経営能力および技術的能力を活用して行う新しい手法である。平成11年に成立・公布された、いわゆるPFI法によって推進されている。1996年に橋本首相（当時）が会長となって立ち上げた行政改革会議に端を発する。最終報告書には、「矯正収容施設の運営の効率化、質の向上」が具体的に盛り込まれた。
　日本でPFI刑務所が導入されたのは、行政改革に端を発した規制改革、刑務所の過剰収容対策、名古屋刑務所事件による刑務所改革の必要性、国家刑罰権の維持の４つの要請による妥協の産物といえる。日本のPFI刑務所は「社会復帰促進センター」と名付けられ、「官民協働の運営」「地域との共生」「人材の再生」を基本方針とし、刑事収容施設法の精神に則り運営している。現在運営している法務省所管の施設は、美祢社会復帰促進センター（平成22年度の収容定員1,000人、山口県）、喜連川社会復帰促進センター（同2,000人、栃木県）、播磨社会復帰促進センター（同1,000人、兵庫県）、島根あさひ社会復帰促進センター（同2,000人、島根県）の４つである。このうち、美祢と島根は施設の設計・建設、運営が事業対象だが、喜連川と播磨は運営のみを民間委託している。これらの社会復帰促進センターにおいては，民間のノウハウとアイデアを活用した各種の特色あるプログラムに基づく職業訓練や改善指導を実施している。

具体例として：
· 喜連川社会復帰促進センター　職業訓練　竹細工科
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· 播磨社会復帰促進センター　職業訓練　窯業科
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· 美祢社会復帰促進センター　職業訓練　DTP専攻科
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· 島根あさひ社会復帰促進センター　一般改善指導　パピープログラム
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　このほか，平成22年度から，競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成18年法律第51号）に基づき，静岡刑務所及び笠松刑務所において総務・警備業務，黒羽刑務所，静岡刑務所及び笠松刑務所において作業，職業訓練，教育，分類業務の民間委託を行っている。
私見

　これら４施設は、犯罪傾向の進んでいない、極めて社会復帰が容易な受刑者の収容を目的としている。したがって、PFI刑務所出所者の再犯率が減ったからといって、ただちに出所者全体としての再犯率は減らないだろう。再犯率を減らすには、PFI刑務所だけでなく、従来の刑務所においても導入することが肝要となるのではないだろうか。そういった試みが競争の導入による公共サービスの改革に関する法律であり、今後の実例の蓄積が待たれるところである。
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